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《郵便配達夫》 1928年　大阪市立近代美術館建設準備重蔵

没後80年記念

佐伯祐三展パリで天逝した天才画家の道
佐伯祐三ほど､日本の洋画家で熱烈なフアンのいる画家はいないのではないで

しょうかo

佐伯は､ 1 898年大阪府に生まれました｡中学時代､赤松麟作に洋画の手ほどきを

受け､東京美術学校を卒業した彼は､1 924年26歳の時､妻子を連れフランスに渡り

パリでセザンヌ風の絵を描いていました｡しかし､フォーヴィスムの巨匠ヴラマンク

を訪ねて自作を見せたところ､ ｢アカデミック(学校主義)! ｣と一喝され強い衝撃を受

け､画風を変貌させますo

その後､一時帰国し､遥かパリを離れて日本の風景と向き合った事で改めてパリ

への思いを強<した佐伯は､再び妻子と渡仏しますo最後のパリでは､すばやい筆致

で広告文字やカフェの様子を描き､傑作を次々と生み出していきますが､自らを駆り

立てるような仕事ぶりがたたり､ 1 928年の8月病魔により佐伯の生命は絶たれて

しまいます｡30年という短い生涯でした｡

運命の1 928年｡この年の3月寒さの中､雨にもかまわず重い絵の道具を持って街

角を歩き回り､風邪をひいて病床に臥しがちの身となった頃に描かれた作品がこの

《郵便配達夫》です｡この作品では､モディリアーニ作品のようなデフォルメと､天性

の画家としての優れた｢眼｣による人間観察がみられます｡

本展覧会では､天逝の天才画家佐伯祐三の画業を代表作を含む約1 20点の作品で

回顧します｡あわせて､佐伯芸術の成立に深い関係を有した先輩･友人画家の作品

やパリ客死で断たれた佐伯の志を継承した後輩画家たちの作品も展示し､佐伯芸術

の広がりを楽しんで頂ける展覧会となっています｡　　　　　　[佐々木真理子]

流政之展
｣ R高松駅にある赤とグレーの作品《だいてんまい》や､高松市美術館エントランス

に高く上に伸びる黒い作品〈ながれパテ》､また瀬戸大橋記念公園にある4000トン

の石を円状に積んだ作品《鬼屑風》など､流政之の作品は香川県では目にする機会も多

いと思います｡県外でも様々な場所で流作品と出会うことができますが､洗練された

フォルムと素材を生かしたその独自の作風から､遠くからでも一目で流作品とわかり

ます｡

流政之は1 923年長崎生まれ｡少年の頃に父から古流武道教育を受けた後､刀鍛冶､

ゼロ戦のパイロットを経て､終戦後､敗戦の惨状を自らの足で訪ね歩きます0 55年に

は日米戦没パイロット追悼のための木と鉄による作品で初個展を開催､その後､本格

的に彫刻の制作を開始｡石の彫刻をはじめたきっかけは､北陸で子を亡くした母親が

石地蔵を建てる姿を見て感銘を受けてからo 66年から庵治の東海岸にレンガ造りの

建物､ナガレスタジオを構え､制作を続けています｡

本展では､ミカゲ石やブロンズ､コールテン鋼などによる流の初期の作品､ 《ながれ

パテ》と《サキモリ》を中心とした代表作､近作を中心とした現在の流作品､関連資料の

展示などを見ることができます｡ ｢石｣だけど石ではないような素材感と存在感に圧倒

されそう!ぜひ展示室で流作品の魅力をお楽しみください｡　　　　　[未原香里]
《サキモリ》 2000年　◎Nagare Studio
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子どものアトリエく〇二や
｢お花見アート｣

S C H E D U L E

｢印象派の巨匠ピサロ-家族と仲間たち-展｣ギャラリート-ク(開催回数のベ22回､参加者数のベ385名)※

子どものアトリエvol.19 ｢お花見アート｣ (講師:美術家･山端篤史氏)アシスタント

香川県立ミュージアム見学(案内:同館ボランティアW托h､同館学芸員･松岡明子氏)

｢開館20周年記念コレクション+(プラス)ひびきあう音･色･形｣鑑賞サボ-ター研修

｢開館20周年記念コレクション+(プラ又)ひびきあう音･色･形｣毒監賞サポーター活動参加(会期中毎日13-16時)

ワ-クショップ｢音のかけらをつくろう､あそばう｣ (講師:美術家･金沢健一氏)アシスタント
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7/25･26 1ヨ

8/2 Iトクシヨ- ｢私の作品について｣､ワークショップ｢聴くことのレッスン｣ (講師‥美術家･藤本申紀夫氏)参加

ワークショップ｢家に潜む家電の音をざぐる｣ (講師.'美術家.和泉希洋志氏)参加

ワ-クショップ｢イチハラヒロコワークショップわくわくドキドキ世界一決定戦｣(講師:美術家.イチハラヒロコ氏)アシスタント

高松北中学校｢北稜祭｣にて美術部員による鑑賞サポーター活動参加報告を見学

｢コロー磨｣ (神戸市立博物館)研修旅行､藤本由紀夫氏アトリエ訪問

※ギャラリートークは会期中の日曜･祝日､各午前･午後に開催

A
｢印象派の巨匠ピサロ豪

族とその仲間たち展｣

ギャラリートーク
点描技法による田園風景のポスター

に惹かれたお客様が多かったようで
｢《窓からの眺め､工ラニー=シュル=工プト》が見たくて来た｣という声をたくさんお聞きしました｡その皆さんが最初に目にするのが､ピサロの原点ともいえるバルビゾン派の作品たちで､ここから始まるピサロの画風の変化の旅を､作品の背景や印象派の作家たちとのエピソードを交えてご案内しました｡中でも女性に好評だったのが

《淡紅色のしゃくやく》で､妻へのプ
レゼントというキーワードが人気の秘密だったようです｡展覧会の最後は､家族の作品群でしめくくられ､彼をとりまく人々の作品を交えた､ピサロの全貌を知ることができるスケールの大きい展覧会でした｡　　二口同木由貴子]

アシスタント
ベリベリ先生こと山端　(やまべり)

先生による｢お花見アートー･｣　はいつもと場所を変えて､塩江美術館･陶芸館です｡季節は春､行ってみると美術館の周りは桜が満開-･お花見しながらアートするってことなんだ-扉も開け放して､外と出入り自由な会場でユニIクな制作が始まりましたoまずは配られたボードに塩江の春をスケッチo色は絵の具ではなく､なんと折り込みチラシー･チラシを細かくちぎって貼りつけていきます｡ピサロも点描法で描いていた時はこんな感じだったのかしらん｡一方子ども達は､制作していても外が気になるらしく､何度か呼びにいきました｡もちろん作品は完成させましたが､のんびり楽しいお花見アートでした｡[三好ひさ子]
E]'..Tfl･J.'. !ソ}.TJ..T{, U( I.h '･:･LX'=J,ひびきあう音･色･形｣鑑賞サポーター活動参加

鑑賞サポーターとして参加したコレ
クション展o　いつもよりさらにぐっと鑑賞者との距離が縮まります｡夏休みが終わると子ども達の姿は減り､ゆったりと自分のペースで鑑賞する大人の

方達が増えました｡金沢健一の《振動態》の実演には御年配の方も好奇心をそそられます｡｢これ何かしら｣　｢私にも出来るかしら｣と､最初こわごわ触れていた方もブオンブオンという独特の響きに包まれて白い粉が踊り出すともう夢中｡模様が現れると目を輝かせて｢あー楽しかった｣と満足顔｡時々手を添えてお手伝いすることで鑑賞者の驚きや喜びがじかに伝わってきました｡作品を通して心も一緒に響き合うことが出来た貴重なサポーターの体験でした｡　　　　　　　　[冨岡洋子]

｢舌のかけら｣　の音をバチで叩いて出
していきますo　ドレJFJの音階はないけれど､各自が工夫して､叩き方によって千変万化する音色の豊かさを楽しみましたo　そして同時に､互いに響きあう音を､心のつながりとして体験できました｡　　　　　　　　[堀本真弓]

日
｢イチハラヒロコワーク

ショップ　わくわく

D
｢金沢健一ワーク

ショップ音のかけら

をつくろう'あそばう｣アシスタント｢音のかけら｣-このロマンチック
なことばの響きに期待が膨らみました｡それは､直径30センチ程の黒く丸い鉄板を､好きな形6ピースに溶断､木琴のバチで叩いてその昔を確かめる､2日間のワークショップでした｡鉄板を溶断する作業では､危険なので金沢さんがバーナIで焼き切ってくれましたが､最後のひとかけらだけ､参加者が金沢さんの介添えで焼き切りました｡炎と鉄板の熱さは一生の思い出になったでしょう｡しかし､ワークショップはここからが本番｡参加者みんなが輪になって､順番に自分だけの

ドキドキ世界一決定戦｣アシスタント
イチハラさんは､心に浮かんだコト

バを､白いパネルに黒い文字で表記し､作品として発表を続けているアーティスト｡その強烈なキャラクターに驚き､圧倒されたワークショップでした｡参加者は3つのグループに分かれて､各自で新しい擬態語･擬音語を考えます｡グループ内でひとつのコトバを選び､グループ毎に発表､そしてベストワン
(これが世界一)　を決定します｡私の

ときは3グループで､｢うどどんうどどん｣　(驚いたときの様子?)が世界
lになりました｡イチハラさんは常に

手帳とエンピツを持っていて､バツと思い浮かんだコトバを書き留めているそうです｡｢アトリエがいらない｣とイチハラさんの笑顔が印象的でした｡

[堀本真弓]

8/16 ■

8/23 1∃

9/5 1∃

9/27 1ヨ

▲ピサロ展ギャラリート-ク風景｡

▲《振動態》の実演をする中学生サポータ-0

▲自分たちで制作した吉のかけらで遊ぶ参加者｡

▲イチハラヒロコ氏｡ ｢今井美樹にそっくりだった｣

(本人談)頃の自分とともにo

▲きれいに整理整頓された藤本さんのアトリエo



ロ
高松北中学校｢北稜祭｣にて美術部鼻による

鑑賞サポーター活動参加報告を見学
コレクション展の鑑賞サポーターと

して大活躍の中学生たちが北中美術部員ということと､その文化祭で鑑賞サポーターの体験を発表しているということで､牧野学芸員と∪･-V-で文化祭を訪問しました｡美術部顧問の藤原先生と部員の高野君と戸倉君のお出迎えを受けて､まずはなんと校長室に通していただきました-丸谷校長先生は､今回の展覧会のとりわけ金沢健一
《振動態》に興味がおありで､展示室

に3回も足を運んで下さったとのことでした｡その後､美術部の展示室に案内されて､みんなの作品と､鑑賞サポーターの体験報告の展示を見ました｡解

説は､中西君と堀君が丁寧にしてくれました｡彼らには､将来もアートを身近に感じてはしいものです｡楽しく懐かしい気分に浸ることのできたひと時でした｡　　　　　　　　【堀本真弓】

日
藤本由紀夫氏アトリエを訪れて

秋晴れの下､UiV･I1 2名で早朝一

路神戸へ｡まずはコロー展を鑑賞しました｡憧れの　｢真珠の女｣と対面し､コロー特有の色といわれた｢銀灰色｣も目の当たりにすることができました｡やはり実物はスバラシカッタ--･満足のランチの後､いよいよ午後は藤本由紀夫さんのアトリエ訪問です｡藤本さんは柔和な笑みをたたえて私たちC･I>･-5名を迎えてくれました｡アトリエというよりギャラリーのよう｡

広い床､窓際にテーブルがひとつ｡壁や棚に整然と並んだ藤本作品｡ジャズピアノのBGMに､藤本さんがいれてくれたお茶とお菓子で歓談｡穏やかな口調で淡々と､しかし熱く語ってくれました｡印象に残ったのは､｢絵は読み解くもの｣　といわれたことですo　漠然とただ｢色がきれい｡｣　の感覚で見るのと､作家自身のことや作品の背景などの知識があって見るのとでは全く違ってくる｡｢『この絵はすごい』と言えるアナタがすごい｣ということだと｡C･Iy-としての教訓のように聞きました｡大人の隠れた遊びゴコロと哲学的藤本作品がわかってくると､他の美術作品ももっと楽しくなるのでしょうo藤本さんの端正なアーティストとしての姿を間近に見ることができましたo　｢芸術の秋｣　にふさわしい､感激の-日となりましたo　　[堀本真弓]

田親指の記憶益等苧クーe活動について特別展｢開館20周年記念コレクション+(プラス)　ひびきあう音･
色･形｣(2008･7･25-9･7)では､当館の現代美術コレクションと｢音｣の作品を組み合わせて展示したが､｢苦｣　の作品の中には､観客自らが触れて音を出すなどする｢観客参加型｣作品が比較的多く含まれるため､その鑑賞の手伝いをするボランティアメンバー｢鑑賞サポーター｣を募集した｡対象年齢は中学生以上｡公募で集まったのは中学生1 5人､高校生1人､大人7人｡そしてそれにシヴイの有志などを合わせた37人が｢鑑賞サポーター｣として活動することになった0

7月1 9日　第1El研修｡初顔合わせの日｡自己紹介､班分け､活

動日決めを行なう｡
7月22日　第2回研修｡この日は当館所蔵作品の展示のためにお

越しいただいた奈良美智氏にお願いし､鑑賞サポーターのためのレクチャーをしていただくことができた｡この肇沢なイベントの詳細は､裏表紙の記事にて｡
7月24日　第3回研修｡この日は展一望坂終日｡展示を終えた金釈

健一氏にお疲れのところお願いし､展示作品《音のかけら》と《振動態》についてのレクチャー&デモンストレーションをしていただいた｡砂をまいた鉄板を振動させ幾何学図形をつくる《振動態》は､図形の作成には1定のトレーニングが必要であり､作者から直接指導してもらえるこの機会は大変貴重｡魔術師のように図形を次々と作る金沢さんの一挙一動をつぶi.Jに観察､技の習得に励んだ0
7月25日　展覧会初日o　この日の午後から鑑賞サポータ1の活動

も開始o活動は会期中毎日､午後1時から4時まで､藤本由紀夫氏と金沢健一氏のコーナーに2名ずつが常駐し､お客さんに作品鑑賞の仕方を説明したり､《振動態》の実演などを行なう｡3時間､初対面のお客さんに話しかけ､説明をするというのはかなり大変な作業｡特に中学生は責任を持って､社会に関わりあう初めての体験であろうから､暗中模索であったろう｡しかし､心配は無用｡サポーターの活動はお客さんにかなり好評｡アンケートには､｢積極的に話しかけ､説明してくれたのがうれしかった｣という意見がかなり多く見受けられた｡
サポーターの活動で特筆すべきは､《振動態》における中学生た

ちの活躍ぶり｡《振動態》は人によって相性があるようで､最初からすぐ図形が現れる人がいるかと思えば､練習を積んでもなかなかできない人もいるが､不思議なことに中学生は男女を問わず総じて
｢できる｣率が高いのである｡中には次々と新たな図形作りに成功

する｢振動態職人｣も現れ､｢今日はこんなのができたよ｣と楽しそうに報告してくれ､嬉しかった｡《振動態》の優れた担い手である中学生抜きには鑑賞サポーターの活動は成上りTLなかった､といっても過言ではない｡

さい(I)にo鑑買サポーターのみなさんは､《振動態》のところで､

スーパーボールのバチを鉄板にこすり付ける作業を日に数十回から百回程度行なうため､力が一点に集中する利き腕の親指を痛めていた｡中には皮が剥け､血まで出た人も｡私も軽傷だが､痛めた一人であるo今後何かの原因で親指の痛みを覚えたとき､きっと彼らはひと夏の出来事を思い出してくれるのではないか､と最近ふと思ったりもする｡みんなが共有する親指の傷の記憶｡それを｢きずな｣というのであろう｡　　　　　　[高松市美術館学芸員牧野裕二]

▲エントランスに展示された金沢作品o机が　▲金沢健一氏の〈振動態〉実演0秒で次々と　▲筒に耳を当てると不思議な音が聞こえる　▲藤本由紀夫のコ-ナーで最も難解な作品を熱
｢芸術｣であるとご婦人方が気づいた瞬間o　　　　図形を作る神業に圧倒される｡　　　　　　　藤本由紀夫《EARS WETH 〔HAFRS茅｡　　　　心に解説するサポーター｡



奈良美智氏レクチャーから

倭
はキャンバスに絵具で描く絵も描いているけど､

いまこの展示室の机の上に並んでいるのは､ノー

卜の落書きみたいに､紙の上に軽い気持ちで自分の気持

ちを描いたもの｡正直に描いているから今見ると恥ずか

しいo手紙とか詩とか夜書いて翌朝読むと恥ずかしいで

しょD昨日展示していたら恥ずかしかった｡ (中略)どう

やって絵ができるか見たことないでしょo簡単にできる

と思っているでしょ｡ちょっと見せようかなと思ってる

んだけと､いい?(皆うなず<D奈良氏､プロジェクタ1=

制作過程の写真を映す)これが描き出しで､これがこんな

絵になるo (まったく異なる二つの絵が映し出される)これ

はまだ何を描くか決めてなくて､こんな感じの顔にしよ

うかなと､顔だけ描いていて､あとはいろんな色の丸を描

いて遊んでいるo意味はないけど遊んでいるoその時最後

の色は絶対使わないようにしている｡そして､水の中に浸

かっている人を描こうと思ったoパックを暗くしようと

決めて､次に髪の毛の色を決めて､服の色を決めたo (画面

を埋め尽くしていたドロップのような色の丸はほとんど

なくなる)髪の毛とスカートの形が外にふわっと広がる

感じが気に入らなかったので､こんな風にそれぞれの形

を内側に向けた｡そうすると人物の形に一体感が出て､一

人の人が水の中にポチヤツと入っている感じがもっと強

く出るようになったDあと口を赤くしたり､目を青くした

りして完成｡最初と最後ではぜんぜん違った感じになっ

ているでしょoでも目の位置だけはほとんど変わってい

ないo (他にもいくつかの作品の制作過程を紹介)

質問を見せてもらって答えようか｡ (質問が箇条書きさ

れた紙を眺めて)すごいですね､ ｢年収いくらですか?｣

(笑)最初から答えていくよ0

-｢いままで何カ国くらい訪れたことがありますか?｣

数えてみるね｡アメリカ､イギリス(中略)タイ､パキ

スタン､アフガニスタン｡ (全23カ国)でも高松は初めて

(笑)じゃ次｡

-｢年収いくらですか?｣

これは誰の質問つく男子中学生が手を上げる)じゃあ正

直に答えると　-すごいありすぎてわからないo(会場笑)お

展示作業中の奈良さん.

金にはあまり興味はなくて､無いよりはあるほうがい

いっていうのはわかっている｡ 20年前とかは､みんなの

お小遣い位しかなかった時もある｡日本で大学に行った

時､学費を違うことに使ってやめた｡ヨーロッパ一人旅に

使った(笑)｡ 28歳の時ドイツに勉強に行こうと思った｡

学費がただだから｡ 30半ばくらいまでは年収10万くら

いかなついまはたくさんあるけど､年齢の平均で割った

らそんなにはない｡生活が変わらないからお金は使わな

いo絵を描いて､ひとに見てもらうのが目標oそれができる

環境があればよかったoその環境はなぜか最低ラインで

も保つことができた｡でも無いよりはあったほうがいい

から今は幸せか?と言うと､やっぱりそうでもない｡あれ

ばあったで､またなんかあるんだよ｡ (会場笑)

-｢いつから絵を描き始めたのですか?｣

給って､今みたいな給ってことつ(質問者うなずく)中学

校卒業文集を見ると今と同じ絵｡でも大学入ったときは

違う絵､世間で50年位前の人が描いていたような真面目

な絵だった｡ドイツに行く時､自分の給って何なんだつと

考えた｡上手いとか下手とかじゃなくて､誰が見てもあい

つの絵だってわかる絵って何だろうと考えた時に､子ど

もの時に描いてた絵を思い出して､それを今の自分の力

でコントロールしたらどんな絵になるかって考えた0

-｢なぜ子どもを描くことを思いついたのですか?｣

わからないo自然にそうなった. (中略)記憶をたどると､

子とものときを思い出すことのほうが多い｡だから自

分って何なんだろうと考えると子ともが出てきたんじゃ

ないかなって思う｡ (中略)なぜ子どもの絵が多いのかはわ

からないけど､たぶん自分が経験してきたものを描いて

いるから.自分が経験して知っているもの｡ lヶ月前の自

分はわからないけど､ 10年前20年前は何となくわかるo

小学校のときの自分が考えていたことは今はばっちりわ

かるo絶対わかるものだけ描いていたらそれが子とも

だった｡

-｢自分以外で好きな芸術家は?｣

自分が好きなのが前提になっているのか(笑)｡絵を描く

自分はそんなに好きじゃない｡絵を描いている自分とか

絵のことを考えている自分って自分の中での20パーセ

ントくらいでしかないなって最近わかった｡もっと大切

な自分があと80パーセントいて､それが何かはわからな

いけどそれがあるってことが最近わかったo (中略)その人

が好きとかより､その人のなんとかが好き､みたいな｡君の

優しさが好き､とか(莱).好きな作家がいても､あの絵はい

いけとこの絵は全然駄目だなとか､そういうのよくある｡

基本的に何かしている人はみんな好き0

-｢なぜ画家になったのですか?｣

それはわからないo絵を描<のが好きでずっと描いて

いたら､周りの人が画家だと決めた｡

-｢いままでで一番成功した作品は何ですか?｣

誰の質問つ｢成功｣ってどういう意味つ｢気に入っている

作品ってこと｡｣(女子中学生答える)これだと思っても､昔

描いた違う絵が出てくるとそっちが先になったりするこ

とがあるから結局全部好きだと思うo俺結構冷たい人間

で､失敗したら破いたりとか平気でしちゃうの｡だから

残っているのは全部好きな絵｡人がいいと言ったらそれ

が好きになることもある｡

- ｢人物の独特の目つきは意図的に描いているの

ですか?｣

自分の気持ちがよくわからなくて絵にするから言葉で

は言えない｡言葉で言えたら楽だと思うけど､それができ

ないから叫んだりする｡私はこんなに悲しいで-す､つて

どんなに言っても説明できないから､わーつて泣くじゃ

ない｡怒るときも説明できないから叩いたり壊したりす

る｡だから体の動きって説明できない｡手の動きではなく

て､体の動きの延長で絵を描いているから､物を壊すより

はいい行為だと思うし､感情が直接的に､本当のことが出

てきゃすいから､自分はそれがあるおかげで助かってい

ると思う｡

-｢学生のときの美術の成続は良かったですか? ｣

悪くはなかったけど俺よりうまい奴が必ず一人いた.

学生の展覧会に行ったらもっとうまい人､美術の大学に

行ったらもっともっとうまい人がいた｡高校の同級生は､

僕が美術をやっていると聞くと､え､なんでつそんな才能

あったっけって言う｡あったんだよl (会場笑)

[編･高松市美術館学芸員牧野裕二]

レクチャー風景｡奈良作品に囲まれて奈良さん　　生徒手帳や携帯などにサインしてもらうサポーター　　展示室の奈良さん｡展示､レクチャーいろいろお

本人の話を聞くというなんとも賢沢な時間｡　　　たちo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話になりましたo

私たちと鑑賞をご一賭しませんか?

発行:高松市美術館　編集:civi &牧野裕二(高松市美術館)

デザイン:福井裕子(高松市美術館)
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■この秋､私にとって大切な思い出がひとつ増えました｡それは､アーティストである藤本由紀夫氏のアトリエを訪問させて頂い

た奉です｡とてもステキな方で感動しました｡貴重な体験が出来て感謝してますl [佐々木真理子]

d神戸コロー展研修旅行は長男(/jり)と-緒に参加｡午後はグループから離れてポ-トライナ-に初乗車o初めて乗る新交通

システムは､なんと運転手不在でびっくり日思い出深い一日でした｡ [末原香里]

(偶然にもIVでみた｢コ-ネルの箱｣の虜です｡胸が苦しくなるその甘美さを､実物に対崎して味わってみたい. [高木由貴子]

■この秋も､アートでお腹がいっぱいになりそうな予感がします｡芸術の秋､食欲の秋､到来! [冨岡洋子】

L藤本さんの所では､片目にストロボの光を当てて､その光の残像がピンク色で｢E C HO｣の字に浮か,SLそんな作品の体験も

出来ましたo弘は小心で実体験していなのですが､白い壁に光の残像が美しく映えたそうです｡ [堀本真弓]

■にのままずっと続けばいいのに･ ｣夏の展覧会が終わろうとする頃､こんな幼稚な願望がよく頭をよぎりました｡いまでも眼を

つぶれば　キーボードの持続音や鉄板の上を球が転がる音が心の中でこだまします｡ [高松市美術館学芸員牧野裕二】
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